
                  

 

 

 

 

 

 

 イチゴの栽培研修会を開催を支援 

 
６月１７日にＪＡ東びわこイチゴ部会（部会員２７名）の栽培研修会が開催され、

生産者１１名が出席されました。当課は研修会の講師として参加し、育苗管理・ほ場

管理のポイントを中心に説明しました。 

 

研修では、昨年の育苗から本年の収穫期にかけての経過について、育苗期は高温に

より花芽分化が遅れたことや、暖冬傾向で推移し株の生育は確保しやすかったものの、

病害虫の発生が続いたことを振り返りました。 

今期の育苗については、遮光・遮熱資材の利用による高温対策と難防除病害虫対策

について説明し注意喚起しました。また、滋賀県オリジナルのイチゴ新品種「滋賀 SB2

号」の現地試験の状況について、話題提供をしました。 

新品種については生産者の関心は深く、品種特性や栽培管理についての質問が多く

出されました。 

 

施設イチゴについては新規の栽培希望者もいることから、今後も生産を安定させ収

量・品質向上させることで経営の安定化をめざして支援していきます。 
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